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588　実験頭部外傷におけるMRIおよび31　P

NMR　Spectroscopy
　　橋本隆裕，LH　pitts（千葉県がんセンター

　　脳外科，UCSF脳外科）

R．NMR

　頭部外傷急性期の病態は複雑であり，治療にあたっ

て病態の正確な把握は不可欠である。

　我々は外傷に伴なう脳浮腫および脳リン酸代謝の変

化をラット頭部外傷モデルで，MRIおよび31P　NMR

Spectroscopyを用い検討した。

　外傷後2時間のMRIは外傷部皮質に一致して脳浮
腫を明瞭に描き出した。31P　NMRではPCR／Piの

減少および細胞内pHの低下が認められた。

　外傷に伴なう脳浮腫および脳代謝障害の診断，治療

にNMRは有用であると考える。

589　　1，vi・・r・・P－NMRによる腫瘍の治療効果‡掟

成瀬昭二．堀川義治，田中忠蔵，樋口敏宏，

上田聖，平川公義　　（京都府立医大　脳外科）

移植腫募のエネルギー代謝を測定できるin　Nt｜vo　3］P－NMRを用

いて、各種治療の効果判定を行なった。

CD　Fisher　ratの腰部皮下にEA285　rat　81ioma　cel1を移植し

、腫瘍径か1．5cmになった時点で、　Pchemotherap＞，②photora－

diati・n　therapS（PR），③NMR装置内でのRF　h．vperthermia（RFH）

を行なった．これら治療前後の　　P－WR　spectrum変化をsu　rface

coil法（SぐM－200、　JEリL：4．8teSla）にて連続的二こ測定した。

治療前にはへTP．　phosphomolωおよびd聡｛d’sのpeakが高く

P，は少なかった。①d｝emotherapy群では大量投与（LD50）で10時

間後に、2）PR群ではHpDIOmg投与＋自色光照射の直後に、③RFH

群では5協tt　80卜IH260分照射直後から、各々へTPのピークは消

失し、P：のみになった。これらの変化は形態学的変化に先立ち

生し、後になって腫雫径の縮少か認められた。このように、ln

x，　ivo・ip－NMR　spectt’urn測定は、腫癌の生さた状態のエネルギー

代謝を解明できるだけでなく各種冶療法の効果のモニターとし

て鋭敏て有用な方法てある。本法は高磁場を用いた臨床用MR　1

装置へ応用可能であり、閂Rによる冶療及び診断器としての用

途が期待てきる。

590　NMR　一・CT［t・1・｛‘4・のh・i窒周囲高信号域の臨床

　的意義

　　小野修一，松沢大樹．［1J田健嗣，［“田進，

　　吉岡Ttt郎，菱沼　隆　（東北大　抗研　放）

　NMR－CTの特徴としてX線CTの脳室周囲低吸収域

に対応し、それより優れる脳室周囲高信号域（PV

H）の検出が挙げられる。マルチスピンエコー法

であるCarr－Purcell－Meiboom－Gill法（CPMG法）に

よるNMR－CT画像は微妙なT2緩和時間の違いの認

識が可能である為、PVHの検出に関して特に有効

である。

　今回はCPMG法による画像により、PVHの臨床的
意義について検討を加えたので報告する．それに

よるとPVHの出現頻度は加令と大きな相関を示し

た。また、その程度も加令とともに上昇しており

PVHと加令との関係が考えられた。そして脳の虚1［iL

性疾患の症例では更にPVHが増加しており、虚血と

PVHの間に何らかの関連があるものと考えられfQ，

591　　甲状線のMR－CT

　　　　　藤本　肇．■野　繁，岡田淳一，伊丹　純．今関恵f，

　　　　　宇野公一，国安芳夫，堀田とし子，武田清一，三好武美，

　　　　　川名正直，有水　昇（千大　放科）

　　　　　守田文範，植松貞夫（千大　放部）

　1984ff　4月に当院に設置されたPicker社製0．256テスラ

超伝導MR－・CTを用い，甲状腺のMR－CT像を検討した．スピ

ンエコー（SE）法および反転回復（IR》法による愚像を行い．

縦榎和時間（T1）および横緩和時周（T2）を算出し，それらと

各種疾患との関係につき考察を加えた．

　正常甲状腺は，周囲筋組織に比較してT2が長くT1は短い傾向

にあった．甲状腺機能坑進症では，正常甲状腺に比べ12が延長し．

慢性甲状腺炎ではT1が延長する傾向が見られた．乳頗状腺癌では

T1，T2ともに正常甲状腺よりも長い傾向が見られたが．腺腫や

腺腫様甲状腺腫との鑑別は困賃であった．また，病態の把握や治療

経過の観察が可能かどうかも合わせて検討した．

　なお，撮像時間の短縮と，解像力の向上を目的として，surface

coilによるMRi像の臨床利用を行い，従来の画像との比較検討を

行った．
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